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参加者 学年 性別 国籍 日本語学習期間
₁ ₂ 女 中国 ₂年
₂ ₂ 女 中国 ₂年
₃ ₂ 女 中国 ₂年
₄ ₁ 男 カナダ ₁年
₅ ₁ 女 中国 ₁年
₆ ₁ 女 カナダ ₁年
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学生ボランティアに対して、教員の側の細やかなサ
ポートがあれば、より活動しやすくなると考えられる
最後に、全員からボランティアに参加してよかった
という回答が得られた。そして、「₃週間通して大変
貴重な経験ができたと思います。」「今後もこういった
機会があれば積極的に参加したいと思います。」「途中
ボランティアの参加率が悪く苦労した部分もありまし
たが、留学生達にとって良い経験になったようでとて
も嬉しいです。」などのコメントがあり、ボランティ
ア活動に参加した学生の満足度は高く、₃週間という
短い期間であっても、留学生と実際に交流することで
得られる満足度が高いことが明らかになった。また、
「日本にいる留学生とも交流したい」というコメント
からは、学内の留学生との交流が広がるきっかけにな
ることが期待できる。
₅．おわりに
短期留学プログラムの開発の目的は、本学の学生に
このプログラムに参加する留学生と交流する機会をで
きるだけ多く提供することであった。また、マニトバ
大学側では、日本語と日本文化に関する授業を通して、
日本語によるコミュニケーション能力を高め、日本人
学生と交流し、異文化理解を深めることが目的であっ
た。
本学の学生には、ボランティアとして留学生と交流
する機会が得られ、英語や日本語でコミュニケーショ
ンを取りながらともに活動することを通して、短い期
間であっても、親しい友人を得るという貴重な経験と
なった。また、学内の講義に出席していた日本人学生
にとっても、参加者と交流する機会がわずかでも得ら
れたのではないだろうか。
また、参加した₇名の留学生にとっては、カナダで
はなかなかできない、日本語や日本文化を教室以外の
場でも学び、日本語でコミュニケーションをとること
ができた。多くの日本人学生と学内で交流する機会を
得て、日本語の運用能力に自信を持ち、日本文化・習
慣・日本人への理解も深まったのではないか。
本プログラムは、₂年に₁度の頻度で実施してい
く予定である。今後はより多くの日本人学生にボラン
ティアとして積極的に関わってもらい、同世代の若者
が交流できる有意義な体験の機会を提供していきた
い。そのためにも、今回参加したボランティア学生の
意見も取り入れながら、参加方法について検討する必
要がある。また、ボランティアに頼るだけではなく、
日本人学生に留学生とともに学ぶ機会を提供するため
に、ワークショップや合宿などをプログラムに取り入
れることも有効ではないかと考える。
今回は、プログラムの実施決定の連絡が₃月で、₅
月に実施という短い期間で準備をしなければならず、
プログラムの内容について十分な検討ができなかっ
た。短期プログラムに参加する留学生にとってもより
満足度の高いプログラムとなるように、プログラム開
始前にニーズを聞く機会を設けるなど、より中身の濃
い、満足度の高いプログラムにしていきたい。
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